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議
案
番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

市民輝け
いいやま 緑新会       絆

　

議
決
結
果　

山
崎
武
雄

西
澤
一
彦

髙
橋
達
幸

山
﨑
一
郎

髙
澤
富
士
子

吉
越
利
明

岸
田
眞
紀

荻
原
章
一

小
林
喜
美
治

松
本
淳
一

髙
橋
春
三

村
松
正
勝

常
田
徳
子

佐
藤
正
夫

渋
川
芳
三

上
松
永
林

議案等名 会議の
種類

90
令和８年度飯山市一般会計補正予
算（第 6 号）

（修正案）

委員会
※修正案についての賛否 修正案

可決○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 議
長

本会議
※委員長報告（修正案可決）についての賛否 修正案

可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 議
長

102 財産の無償譲渡について
委員会

※原案についての賛否
原案否決

● ● ー ー 長 ● ー ● ー ○ ー ー ー ● ー 議
長

本会議
※委員長報告（原案否決）についての賛否

原案否決棄
権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

長

22 飯山市一般職の任期付職員の採用
等に関する条例

委員会
※修正案についての賛否 修正案

可決○ ○ ー ー 長 ○ ー ● ー ● ー ー ー ○ ー 議
長

本会議
※委員長報告（修正案可決）についての賛否 修正案

否決○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 議
長

本会議
※原案についての賛否

原案否決
● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 議

長

71 飯山市産業振興条例

委員会
※継続審査についての賛否

継続審査
ー ー 長 ○ ー ー ○ ー 欠

席 ー ● ● ○ ー ○ 議
長

本会議
※委員長報告（継続審査）についての賛否 継続審査

否決● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ 議
長

本会議
※原案についての賛否

原案否決
● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 議

長

請願
３

消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など
薬の追加負担を行わないことを求
める請願

（継続審査）

委員会
※継続審査についての賛否

継続審査
ー ー 長 ● ー ー ○ ー 欠

席 ー ○ ● ○ ー ○ 議
長

本会議
※委員長報告（継続審査）についての賛否

継続審査
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ 議

長

会派名・議員名

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対 ９

月

定

例

会

概

要

 

令
和
８
年
９
月
定
例
会
で

審
議
さ
れ
た
議
案
等

【
決
算
認
定
10
件
】

◇
令
和
７
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
７
件・
水
道
事
業

会
計
歳
入
歳
出
決
算
１
件・
下
水
道
事
業
会

計
１
件

【
補
正
予
算
案
10
件
】

◇
令
和
８
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

１
件
・
各
特
別
会
計
補
正
予
算
７
件
・
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
１
件
・
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
１
件

【
事
件
案
７
件
】

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◇
議
決
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
３
件

◇
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

◇
財
産
取
得
に
つ
い
て

◇
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て︻
令
和
８
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）︼

【
人
事
案
１
件
】

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
継
続
審
査 

条
例
案
２
件
】

◇
飯
山
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例

◇
飯
山
市
産
業
振
興
条
例

【
請
願
２
件
】

◇
消
炎
鎮
痛
剤
や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
薬

の
追
加
負
担
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

◇
日
本
政
府
に
非
核
三
原
則
の
厳
守
と
実
行

を
求
め
る
請
願

【
意
見
書
１
件
】

◇
日
本
政
府
に
非
核
三
原
則
の
厳
守
と
実
行

を
求
め
る
意
見
書　

議
案
の
修
正
に
つ
い
て
の
詳
細
は
﹆

42
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９

月
29
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
令
和
７
年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
は

じ
め
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
案
等
の

28
件
の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は
２
件

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
議
案
お
よ
び
請
願
は
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会
に
そ
れ

ぞ
れ
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
議
案
等
の
審
査
結
果
報
告

を
受
け
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
﹁
令
和
８
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算
﹂
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
飯
山
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
﹂
に
つ
い
て
は

総
務
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
修
正
案
・
原

案
と
も
に
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
﹁
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
︵
旧

城
南
中
学
校
建
物
︶﹂
に
つ
い
て
も
、
賛

成
少
数
で
原
案
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
﹁
飯
山
市
産
業
振
興
条
例
﹂
に

つ
い
て
は
、産
業
民
生
常
任
委
員
長
か
ら

継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、
継
続
審
査
の
申
し
出
は

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
原
案
に
つ
い

て
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、﹁
消
炎
鎮
痛
剤

や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
、
薬
の
追
加

負
担
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
﹂

は
継
続
審
査
、﹁
日
本
政
府
に
非
核
三
原

則
の
厳
守
と
実
行
を
求
め
る
請
願
﹂
は

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
﹁
日
本
政
府
に
非
核
三

原
則
の
厳
守
と
実
行
を
求
め
る
意
見
書
﹂

は
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
、
関
係
行
政

庁
あ
て
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

◆飯山市議会本会議
　動画配信しています◆

　YouTube
　「飯山市議会」チャンネル

こちらの二次元コードから

■
常
任
委
員
会

　
管
内
行
政
視
察
を
実
施

　
９
月
14
日
に
﹆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

と
産
業
民
生
常
任
委
員
会
合
同
で
﹆
災
害

用
物
資
の
保
管
状
況
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
担
当
課
か
ら
﹆
備
蓄
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
﹆併
せ
て
テ
ン
ト
式
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
や
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
使
い
方
に

つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

現地視察の様子



身
者
用
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
単
身
世
帯
の
入
居
に
つ
い
て
は
、
公
営

住
宅
法
や
条
例
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
る
が
、

課
題
と
考
え
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。
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は
、
ど
こ
が
主
体
で
決
め
た
の
か
。

　
　

決
め
た
の
は
執
行
機
関
で
あ
る
市
長

で
あ
る
。
ま
た
各
段
階
で
、
市
長
を
含
め
た

庁
内
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

〇
総
務
課

【
旧
城
南
中
学
校
利
活
用
事
業
負
担
金
】

　
　
債
務
負
担
行
為
補
正
の
旧
城
南
中
学

校
利
活
用
事
業
負
担
金
４
億
７
０
０
０
万

円
の
根
拠
は
。

　
　
飯
山
市
が
除
却
等
の
工
事
を
発
注
し

た
場
合
の
見
積
額
が
算
出
根
拠
で
あ
る
。

　
　
市
が
先
に
負
担
金
額
を
提
示
す
る
必

要
性
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

公
募
要
件
と
し
て
市
の
負
担
金
の
上

限
額
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
　
実
際
に
工
事
を
発
注
す
る
の
は
跡
地

を
利
活
用
す
る
事
業
者
で
あ
る
。
実
際
に

か
か
る
費
用
の
チ
ェ
ッ
ク
は
き
ち
ん
と
で
き

る
の
か
。

　
　
市
で
は
相
手
側
の
設
計
内
容
に
つ
い

て
、
過
大
積
算
が
な
い
か
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
市
が
発
注
す
る
場
合
と
同
程
度
の
精

度
は
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
利
活
用
す
る
際
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
は
簡
単
な
図
面
し
か
な
く
、
可
否
を
判

断
す
る
た
め
の
情
報
が
足
り
な
い
。
も
っ

と
細
か
い
計
画
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
具
体
的
な
計
画
図
等
を
作
る
に
は
費

用
が
か
か
る
た
め
、
無
償
譲
渡
と
予
算
が

承
認
さ
れ
な
い
と
、
事
業
者
側
で
お
金
を
か

け
て
発
注
で
き
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　
　
市
は
運
営
の
方
法
や
投
資
額
、
売
上

の
見
込
み
な
ど
、
十
分
に
把
握
で
き
る
だ

け
の
、
具
体
的
数
字
を
事
業
者
か
ら
提
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
公
募
審
査
委
員
に
は
事
業
の
収
支
・

投
資
額
等
の
説
明
が
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
判

断
し
、
推
薦
を
い
た
だ
い
た
。
市
に
も
、
応

募
資
料
と
併
せ
て
該
当
企
業
の
決
算
書
等

を
提
出
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の
資
料
を
確
認

し
た
う
え
で
決
定
し
た
。

　
　
壊
す
建
物
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
市

の
責
任
で
除
却
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
。

　
　
公
民
連
携
の
手
法
を
用
い
て
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
事
業
が
進
む
よ
う
に
実
施
し

て
き
た
。
市
が
行
う
場
合
は
時
間
が
必
要

に
な
る
。

〇
道
路
河
川
課

　
　
【
協
働
の
い
じ
し
ゅ
う
ぜ
ん
事
業
】

ラ
ジ
コ
ン
式
お
よ
び
自
走
式
の
草
刈
り
機

に
つ
い
て
、
区
へ
の
貸
し
出
し
実
績
は
。

　
　
令
和
７
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、９
月

の
導
入
開
始
か
ら
、
４
集
落
へ
各
１
回
の
貸

し
出
し
。
令
和
８
年
度
は
９
月
14
日
現
在

で
７
集
落
へ
計
10
回
貸
し
出
し
し
て
い
る
。

〇
移
住
定
住
推
進
課

　
　
【
市
営
住
宅
整
備
事
業
】
市
営
住
宅
に

つ
い
て
、
若
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
単

　　

〇
道
路
河
川
課

　
　
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た
内
水
は
ど
こ

へ
排
水
す
る
の
か
。

　
　

千
曲
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
通
常
の

排
水
路
の
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
た
際
に
は
、
内

水
を
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
、
堤
防
の
上
を
越

え
て
千
曲
川
に
放
流
す
る
。

　
　

ポ
ン
プ
の
数
を
、
静
間
上
流
工
区
で

５
台
・
下
流
工
区
で
１
台
と
し
た
根
拠
は
。

　
　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
最
大
降
水

量
を
基
準
に
計
算
し
、
最
大
時
で
も
排
水

が
可
能
な
容
量
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　

上
流
工
区
に
比
べ
て
下
流
工
区
の
方

が
ポ
ン
プ
の
能
力
が
小
さ
い
が
、
問
題
は

な
い
か
。

　
　

上
流
側
に
は
小
河
川
や
水
路
が
集
中

的
に
流
入
す
る
た
め
、
規
模
を
大
き
く
し
て

い
る
。
下
流
側
も
水
量
の
分
布
計
算
に
基

づ
い
て
適
切
な
容
量
で
設
計
し
て
い
る
。

〇
総
務
課

　
　
旧
城
南
中
学
校
に
つ
い
て
、
宿
泊
施

設
の
計
画
で
利
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と

〇
総
務
課

　
　
一
般
職
の
任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
す

る
理
由
は
何
か
。

　
　

雇
用
条
件
と
し
て
任
期
を
は
っ
き
り

さ
せ
た
う
え
で
正
規
職
員
と
し
て
雇
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
雇
う
側
も
雇
わ
れ
る
側
も
安

心
で
き
る
。

　
　
採
用
人
数
に
つ
い
て
限
度
は
設
け
な

い
の
か
。

　
　
職
員
定
数
管
理
計
画
で
は
正
規
職
員

の
目
安
を
２
４
０
人
と
し
て
い
る
た
め
、
そ

れ
を
少
し
超
え
る
程
度
の
範
囲
と
考
え
る
。

　
　
当
面
採
用
し
た
い
職
種
と
し
て
、
土

木
技
師
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
関
連
業
務

従
事
者
・
育
児
休
業
代
替
職
員
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
の
専
門
職
も
採

用
で
き
る
の
か
。

　
　

職
員
定
数
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、

状
況
に
よ
っ
て
多
様
な
職
種
を
採
用
す
る

可
能
性
は
当
然
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

答 答

産
業
民
生
常
任
委
員
会

答 問

問

答

問

議
案
第
22
号　
飯
山
市
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

（
否
決
）

議
案
第
１
０
２
号　
財
産
の
無
償
譲

渡
に
つ
い
て
（
旧
城
南
中
学
校
建
物
）

（
否
決
）

議
案
第
１
０
６
号　
議
決
事
項
の
変

更
に
つ
い
て
（
千
曲
川
堤
防
内
水
排

除
施
設
整
備
工
事
）

問答

問

問

答

答

問

答 答
予
算
決
算
常
任
委
員
会 予算決算常任委員会審査の様子

問
常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び
意

見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

答問 議
案
第
80
号　
令
和
７
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

事業費全額（業務委託料等）278 万円余を削除。

修正議案のポイント

自然エネルギー活用事業

　　　　 十分な冷房効果が得られないな
ど実用性に課題があり、費用対効果も不透
明なため、事業の目的や導入手法について、
更なる精査が必要。

市民協働推進事業（自分ごと化会議）

　　　　　設定テーマが広範囲で成果につ
ながる制度設計が不十分であり、外部委託
や早期予算化の必要性に疑問が残る。また、
市独自による課題整理や既存手法の活用を
含め、段階的な検討を行うべき。

事業費全額（業務委託費等）431万円余を削除。

問

答

問

答問 答問問

【
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
】

《
旧
城
南
中
学
校
利
活
用
事
業
負
担
金
》

・
旧
城
南
中
学
校
利
活
用
事
業
の
公
募

は
、
応
募
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
に
２

者
し
か
応
募
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
後
で
行
政
の
事
務
が
お
か
し
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。

・
判
断
す
る
た
め
に
、
事
業
内
容
等
の

詳
し
い
資
料
が
欲
し
い
。
内
容
が
は
っ

き
り
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
決
め
ら
れ

な
い
。 修正理由 修正理由

　　　　 判断をするために必要な、事業
計画の内容について資料が示されておら
ず、現時点においてこれを認めることは困
難である。

債務負担行為全額 4 億 7 千万円を削除。

修正理由

旧城南中学校利活用事業の関連議案
である、「財産の無償譲渡（旧城南中
学校建物）」についても、同様の理由
で否決となりました。

■令和８年度　飯山市一般会計補正予算（第 6 号）

議
案
第
90
号
令
和
８
年
度
飯
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
修
正
可
決
）

答

※債務負担行為とは・・・翌年度以降
に支払いが生じるものについて、あらか
じめ将来の支出を約束することです。

問答

旧城南中学校利活用事業負担金
債務負担行為※

各
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
い
て
の
記
事
は

11
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。


